
◆教員養成を取り巻く現状と課題
・学校教育課題の一層の複雑化・多様化

学力向上、規範意識の醸成、地域との連携

・大量退職・大量採用時代の到来
今後10年間に教員全体の３分の１が退職

・国の教員養成の修士レベル化の検討
実践的指導力の向上の要請への対応

教育委員会等との連携による教員の実践的資質能力向上システムの構築の概要
～短期大学から大学院まで体系化した教員養成カリキュラムの開発と教材資料の流通・提供～

◆本事業の目的

教育委員会、短期大学と大学・大学院と連携し、現職教員が学びやすいカリキュラムと教育
方法 (理論と実践の融合)さらに、理論と実践の往還を活かした共同演習・共同授業（共創社
会）を行うことにより、力量ある、より実践的な現職教員の資質向上が可能になる。本事業で
は、短期大学から大学院まで体系化した現職教員の養成カリキュラムの開発と教材資料の流
通・提供を目的とする。

◆本システムの視点

①現職の教員を続けながら大学院の第３ステージ
までの実践的で体系的なカリキュラム

特色を活かした現職の教員を続けながら大学院の第３ステージ
までの実践的で体系的なカリキュラム(教材、教科書等)を構成し、
共同演習・共同授業を行い、単位を互換し、さらに、大学の質的
保証と各大学の教育力を高める評価システムの構築を図る。

②現職教員として働きながら課題を解決する仕組み
と新しい教育方法の設計

幼稚園や小学校の現職教員として働きながら、勤務している学
校や幼稚園等における実践で生じた指導上の疑問に答えることや
課題についての討論を行うなどの事例研究、模擬授業、授業観
察・分析、ロールプレーイング、現場における実践活動・現地調
査（フィールドワーク）等の教育方法を開発する。

③理論と実践の往還により学生の力量の変化を評価

これらの短期大学から大学院までの体系的なカリキュラムや理
論と実践の融合を図る往還的な学修について、教育委員会、短期
大学、大学、大学院の４機関共同の評価検討委員会を設置し、教
員養成における学生の知識・技能および活用力・創造的・探究力
等の力量の変化を評価する手法を開発する。

教員の実践的資質能力向上システム

～基本的な考え方～
・現職教員として授業をしながら直面する課題を解決する手法の開発
・理論と実践の融合を図る往還的な学修という観点から体系的な教育課程の編成
・教育委員会と協同して新しい教育手法を開発し、地域の教育課題を解決する仕組み
の構築
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現職教員

教育委員会
教育委員会と協同して新しい教育手法を開発し、地域の教育課題を解決する仕組みの構築

上級免許に上進するというインセンティブで、学び続ける教師、
成長する教師を支援する仕組み

現職教員が学びやすいカリキュラムと教育方法

競争社会（同質性と他律）から共創社会（多様性と自律）への
教員の学びの転換を促す仕組み
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理論と実践の融合を図る往還的な学修

現職教員として授業をしながら直面する課題を解決する手法の開発
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課題
○働きながら学ぶという現職教員に対する教育委員会の支援
○学校に勤務をした実績を、単位として認定する制度の創設
○一種免許状の教員に専修免許状取得の努力義務を課す政策
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